
土石流災害と伝承

身近な防災のために

日　時　　平成１９年５月１８日（金）

ｊ易　月斤　　サンパルテ山王　　〒３８０－８５８６

会　費　　無ネ斗（聴講自由）

　問しヽ合わせ先：（社）日本地すべり学会中部支部

主催　（社）日本地すべり学会中部支部　後援

講演者　信州大学人文学部教授；　笹本正治氏

１　５　：　○○～１　７　：　○○

長野市岡田町３０－２０

電話０２６－２８４－０８３３

長里予県う台木砂’防協会



講演者プロフィール

笹本正治（ささもとしょうじ）

信州大学人文学部教授。博士（歴史学）。　１９５１年山梨県敷島町（現甲斐市）生まれ。

名古屋大学大学院文学研究科博士課程前期修了。

前長野県文化財保護審議会会長。

山梨県文化財保護審議会委員、山梨県史編纂委員。

　研究は、武田信玄を中心とする戦国時代史、中世から近世にかけての音に対するイメー

ジの変化、災害史、商人・職人史など多岐にわたる。市町村とつながりながら、地域に元

気を与える活動も繰り返している。

　著書に、『戦国大名武田氏の研究』（思文閣出版）、『蛇抜・異人・木霊』（岩田書院）、『中

世の災害予兆』（吉川弘文館）、『武田信玄』（中公新書）、『鳴動する中世』（朝日選書）、『戦

国大名の日常生活』（講談社選書メチエ）、『異郷を結ぶ商人と職人』（中央公論新社）、『地

域おこしと文化財』（ほおずき書籍）、『戦国大名と信濃の合戦』（一草舎）、『武田信玄』（ミ

ネルヴァ書房）、『実録　戦国時代の民衆たち』（一草舎）、『軍師　山本勘助』（新人物往

来社）、『善光寺の不思議と伝説』（一草舎）など多数。

２


